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ザッハーホテル、イギリス軍が接収、マーティンスが逗留1. Hotel Sacher

ノイアー・マルクト、爆撃にあったカフェ・モーツァルトをここに設定2. Neuer Markt (Café Mozart)

ヨーゼフスプラッツ、パラヴィチーニ邸、ハリーの住居、事故現場3. Josefsplatz, Palais Pallavicini

アム・ホーフ、アンナの家、下水道への入り口の広告塔4. Am Hof

カサノバ・バー、ハリーの仲間のたまり場、国際警察の見回り5. Casanova Bar

国際警察本部、アンナの逮捕、キャラウエイのオフィス6. Palais Auersperg

ハリーが隠れていた玄関口、アンナの家の向かいの設定7. Mölkerbastei

アム・ホーフに抜ける路地、逃亡するハリーの影が映る壁8. Schulhof

クンツ男爵の館、ゲシュタポ本部跡の瓦礫9. Morzinplatz

プラター遊園地の大観覧車、ハリーとマーティンスの対面10. Prater

ホーアー・マルクト、マーティンスが囮となってハリーを待つ11. Hoher Markt (Café Marc Aurel)

警察に追われたハリーが逃げ込む下水道入り口12. Giardipark

ルプレヒト教会、子供に追われるアンナとマーティンスが降りる階段13. Ruprechtskirche

マリア・アム・ゲシュターデ教会、マーティンスが２人の男に追われる14. Maria am Gestade

タクシーが疾走する暗い裏通り、逃亡場面15. Bäckerstraße, Schönlaterngasse

ナッシュマルクト、闇市がたった所、ウィーンの台所、のみの市16. Naschmarkt

下水道のシーン、ウィーン川は市立公園で暗渠から出る17. Wien Fluß

4

2

1

3

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

映画にゆかりの場所
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年の映画撮影時、ウィーン全体では、 もの施設が連合国に接収されていた。1948 7800

（オーストリアにおける最高権威機関）1. Haus der Industrie Der Sitz des Allierten Rates 連合国理事会

ウィーン全体を管理する行政府）2. Justizpalast Die Interallierte Kommandantur 連合国司令部（

国際警察本部3. Palais Auersperg Das Hauptquartier der Allierten Polizei

ソ連の司令部4. Palais Epstein Das Hauptquartier der Sowjets

アメリカの司令部（同盟国本部）5. Nationalbank Das Hauptquartier der US-Amerikaner

ソ連軍に接収されたホテル6. Hotel Imperial von den Sowjets beschlagnahmtes Hotel

イギリス軍に接収されたホテル7. Hotel Sacher von den Briten beschlagnahmtes Hotel

アメリカ軍に接収されたホテル8. Hotel Bristol von den Amerikanern beschlagnahmtes Hotel

ゲシュタボ本部跡のファシズムの犠牲者を追悼する記念碑9. Morzinplatz Das Mahnmal

戦禍の記念碑。ここにあった集合住宅で 人ほどの市民が空襲の犠牲。10. Albertinaplatz 400

Das Hauptquartier der Briten11. Schloss Schönbrunn

Das Hauptquartier der Franzosen in Mariahilf12. Hotel Kummer

イギリス軍の司令部シェーンブルン宮殿と、フランス軍の司令部 は、この地図上にはない。Hotel Kummer
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年の戦争終結から 年の独立にいたるまで、オーストリアは１０年間の連合国軍の占領下に1945 1955

あった。独立を達成するためには、連合四列強との間にオーストリア国家条約を締結する必要があった

が、冷戦の争点の中でもつれ、なかなか実現しなかった。

戦勝四国によるオーストリアの分割管理 （ 年 ～ 年）1945 1955

戦勝四国によるウイーンの分割管理 旧市街（１区）は、四国の共同管理

ソ連 ニーダーエストライヒ州

ブルゲンラント州

イギリス シュタイアーマルク州

ケルンテン州

東チロル

フランス 北チロル

フォアアールベルク州

アメリカ ザルツブルク州

オーバーエストライヒ州

ソ連は、政府の建物がある中心部の

１区を管理下に置くことを望んだが、

西側諸国は四国の共同管理下に置く

ことを主張。

最終的に旧市街は共同管理となり、

冷戦下の世界において、東西の国々

が協力して治安の維持にあたった唯

一の地域となり、国際警察のパトロー

ルが行われた。

境界には、看板が立てられていただ

けで、比較的自由に行き来ができた

が、ソ連管理地区では行方不明者や

自殺者の割合が高く、危険地帯と認

識されていた。


